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１．研究計画の概要 
愛媛大学医学部附属病院に申請者らが開設
した“抗加齢ドック”受診者を対象に、脳卒
中・虚血性心疾患・転倒・骨折・死亡に関す
る長期縦断疫学研究を行い、当該疾患や予後
に影響する因子を横断的/縦断的解析から明
確化する。 
 
２．研究の進捗状況 
これまでに約 1,000 例のサンプルを収集し、
コホート規模を 1,500 例に拡大した。ドック
を開設した平成 18 年度以降の受診者を対象
に、循環器疾患・骨折・転倒の発症を追跡率
95%で継続的に把握している。断面的な検討
から動脈硬化性マーカー、臓器障害、老年者
フレイルティー症候群、認知症等に関して、
下記のような成果を発表した（雑誌論文の項
参照）。一例として、立位での平行機能の低
下が認知症のリスクとなること、下肢筋力の
低下がメタボリックシンドロームや動脈硬
化、骨密度低下のリスクとなることなどを明
らかにした。また、遺伝子解析研究からは、
高血圧や肥満の感受性遺伝子も同定した。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の研究以上に進展している。 
横断的な疫学研究からは、下肢筋力や平行機
能の低下が新たなリスク因子となることを
見いだすなど大きな成果を上げた。サンプル
収集については予定数を若干下回っている
ものの、発表論文数や学会発表数に照らして
十分な成果を上げていると考える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
断面的な解析から新しいリスクマーカーを
見いだすとともに、その予後予測能を長期縦

断研究から明らかにする。これまでの疾患発
症追跡調査の成果が蓄積されつつあること
から、特に長期縦断的な解析に注力を注ぐ。
遺伝子解析研究も平行して行い、環境・遺伝
子双方から検討を進める。 
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